
壇の越遺跡
現地説明会資料
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竪穴住居跡の調査風景（47区SI4543住居跡、古墳時代）

2005年10月30日（日）　10時30分より

加美町教育委員会

宮城県教育委員会





壇
の
越
遺
跡
 
平
成
1
7
年
度
の
調
査
区
と
既
調
査
区
の
位
置

S
X
2
0
0
0
(
南
２
)

S
X
3
0
0
0
(
南
３
)

S
X
2
9
0
0
(
南
４
)

S
X
1
1
0
0
(
南
５
)

S
X
1
9
0
0
(
南
６
)

S
X
2
7
0
0
(
南
７
)

S
X
3
3
0
0

(
東
３
)

縮
尺
1
/
8
,
0
0
0

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0
m

S
X
3
2
0
0

(
東
２
)

S
X
3
1
0
0

(
東
１
)

S
X
2
4
0
0

(
西
１
)

S
X
2
6
0
0

(
西
２
)

S
X
2
4
0
0

(
西
１
)

南
門

築
地
塀

門

政
庁

東
山
官
衙
遺
跡 S
X
3
2
0
0

(
東
２
)

S
X
3
6
0
0

(
西
４
)

S
X
2
8
0
0

(
西
３
)

S
X
2
6
0
0

(
西
２
)

S
X
2
0
0
0

(
西
６
)

S
X
2
0
0
0

(
西
６
)

S
X
2
9
0
0

(
南
４
)

S
X
1
1
0
0

(
南
５
)

S
X
2
1
0
0

(
西
７
)

S
X
1
7
0
0

(
西
5
)

S
X
2
3
0
0

(
南
北
大
路
)

河
川
跡

河
川
跡

築
地
塀

今
年
度
の
発
掘
調
査
区

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
区

1

田 川

→

4
6
A
区

4
5
A
区

4
5
C
区

4
5
D
区4
5
E
区

4
7
区

4
5
B
区

4
6
B
区

4
6
C
区

4
6
D
区

4
9
区

3
8
区

4
8
区

5
0
区

4
6
E
区

4
6
F
区

4
6
G
区

4
5
F
区 4
5
G
区



　１．はじめに

　  　壇の越遺跡は、古代の陸奥国府・多賀城跡から北西約35ｋｍの加美町鳥嶋・鳥屋ヶ崎にあります。

　　遺跡のすぐ北側、比高差約20ｍの台地には、古代の賀美郡衙跡（賀美郡の役所跡）と推定される東

　　山官衙遺跡があります。周囲に築地塀を巡らしたこの遺跡では、役人が政治を行った政庁や、整然

　　とした配置の倉庫群が見つかっており、律令国家が政治・軍事の拠点として造営した城柵・官衙遺跡

　　の１つとして国の史跡に指定されています。

　　　この東山官衙遺跡の南前面に広がるのが壇の越遺跡です。加美町教育委員会と宮城県教育委員会に

　　よる近年の調査で、その範囲が東西２ｋｍ、南北1.5ｋｍに及ぶ広大なものであることや、遺構・遺

　　物の内容が奈良・平安時代を中心とするものであり、東山官衙遺跡と密接な関連をもつ遺跡であるこ

　　とがわかってきました。

　　　また、特筆すべきものとして、本遺跡では約110ｍ（１町）間隔で南北・東西の直線道路が見つか

　　っており、広大な土地を碁盤目状に区画していたことがわかってきています。こうした地割は平城京

　　や平安京といった都や、多賀城、大宰府など地方の主要都市にみられるものです。大多数の国府やそ

　　れ以外の官衙には、これまで見つかっている例がないことから、壇の越遺跡は全国的にも貴重な遺跡

　　といえます。

 　　　　　　

　２．調査成果の概要

　 　平成17年度の調査は、県営ほ場整備事業と県道改良工事に伴い遺跡が壊されてしまう約10,000㎡

　 を対象に記録保存を目的として、本町教育委員会が宮城県教育委員会から協力をいただき、４月18日

　 より実施しています。今年度の調査成果をまとめると次のようになります。      

 　≪奈良・平安時代≫   

　　１．東山官衙遺跡の南門跡へ向かってまっすぐ延びる南北大路跡から東側について調査を実施し、

　　　本調査では初めて東２・３南北道路跡が見つかったほか、これまで見つかっていた南北・東西道路

　　　跡の北・東側の延びを確認しました。これにより、南北大路跡の東側にも道路が、広い範囲に造ら

　　　れていたことがわかりました。

　　２．道路跡は、道幅が４～８ｍあり、両側の溝は１・２回ほど改修されています。今回見つかった道

　　　路跡の多くは路面や側溝に10世紀前半頃に降った火山灰が堆積していました。

　　３．道路跡で仕切られた区画の内部からは、掘立柱建物跡、竪穴住居跡、井戸跡、溝、土壙などが見

　　　つかりました。内部を溝でさらに細かく分割して利用していたとみられる区画もあります。 

　　４．遺物は、奈良時代から平安時代初めころ（８～９世紀）の、土師器や須恵器が出土しています。

　　　他には本遺跡で初めて出土した木簡（49区）や３例目となる漆紙文書があり、注目されます。

　≪その他の時代≫

　　１．45Ａ区から、縄文時代とみられる石器が大量に出土しました。出土した石器のほとんどは、石

　　　を割って製品を作った際にでた破片で、この場所で石器を作っていたと考えられます。

　　２．47区から、古墳時代中期（南小泉式）とみられる竪穴住居跡が２軒見つかりました。住居跡の

　　　規模は一辺が約４ｍ・約６ｍで、どちらも床の上から土器が多く出土しています。　　　　　　　　　　
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【45Ｃ区（161.1㎡）】

　建物跡１棟（１×１間）、溝１条

【45Ｄ区（719.0㎡）】

　東３道路跡、南７道路跡、建物跡６棟

　（３×２間２棟、１×１間４棟）、柱列跡２条

　河川跡

【45Ｂ区（152.6㎡）】

　東３道路跡、柱列跡２条、

　建物跡１棟（規模不明）

　　　45Ａ～Ｅ区平面図　縮尺1/1,000

４

【45Ａ区（1211.9㎡）】

  南６道路跡、区画溝６条、建物跡９棟（２×２間かそれ以上４棟、１×１間５棟）、

　柱列跡１条、竪穴住居跡１軒、井戸跡１基

【45Ｅ区（366.8㎡）】

　区画溝１条、建物跡２棟（２×２間）、

　竪穴住居跡１軒、
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46A区　西１道路跡と地割内の区画溝（南から）

47区北半部　南６道路跡（東から）

45B区　東３道路跡、材木塀跡、建物跡（南から）45D区　東３道路跡（南から）

45Ａ区　南６道路跡と区画溝（南から）

45G区　東２道路跡（西から）

46D区　南４道路跡（手前）と南北大路との交差点（東から）

古代の道路跡、区画溝

８



45D区　SB4406建物跡（南から）

45D区　SB4413建物跡（南から） 46D区　SB4683建物跡（南から）

45D区　SB4403建物跡（東から）

45D区　SI4417竪穴住居跡（南東から）

45Ａ区　SE4442井戸跡（８世紀中頃） 46D区　平安時代の井戸跡（南から）

46B区　外周溝の巡る奈良時代の竪穴住居跡（南から）　　

古代の建物跡、竪穴住居跡、井戸跡
９



0 ５ 10m
縮尺1/400

45Ａ区　石器第１・２集中地点と出土石器

第１集中地点

第２集中地点

位置記録石器：1944点

位置記録石器：1700点

深掘トレンチ

4000点余りの石器の内訳

石鏃、ヘラ状石器、スクレイパー、ラウンド・スクレイパー
など二次加工の施された少数の石器の他、多量の剥片、チッ
プがある。石材は黒曜石を主体とし、頁岩がそれに次ぐ。
土器は出土していないが、石鏃やヘラ状石器が含まれること
から、縄文時代の石器製作趾とみられる。

石鏃

石鏃

石鏃

石器第２集中地点の石器出土状況（西から）

石器第１集中地点の石器出土状況（南から）

石器第１・２集中地点の調査状況（北から）

異形石器（石鏃or石錐）

ヘラ状石器
ラウンドスクレイパー　

10



47区北半部　古墳時代（南小泉式期）のSI4515竪穴住居跡（西から）

古墳時代中期（南小泉式期）の竪穴住居跡

47区南半部　古墳時代（南小泉式期）のSI4543竪穴住居跡（西から）

左写真の竪穴住居跡  カマドの遺物出土状況（西から）

上左写真の竪穴住居跡の遺物出土状況

左写真のSI4543竪穴住居跡の遺物出土状況

上左写真の竪穴住居跡の遺物出土状況

同上 同上

11



か
ん
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ぞ
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ど
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う

む
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こ
く
ふ

お
お
お
と

こ
お
と

も
�
か
ん

き
�
う
は
ん

壇
の
越
遺
跡
第
一
号
木
簡

【
釈　

文
】

【
内　

容
】

【
形　

状
】

□
升
一
升
大
弟
又
□
三
升
子
弟
□□
□
□□

□
□

（
給
ｶ
）

「
大
弟
」（
人
名
）に
一
升
、「
子
弟
」（
人
名
）に
三
升
を
給
付
し
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。給
付
し
た
品
名
は
不
明
だ
が
、米
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。官
職
名
を
記
さ
ず
、

姓
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、雑
役
等
に
使
役
さ
れ
た
農
民
な
ど
か
も
し
れ
な
い
。陸
奥
国
府
多
賀
城
跡
と
密
接
に
関
連
す
る
東
山
官
衙
遺
跡
と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
た
行
政

実
務
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
な
意
義
が
あ
る
。

本
来
の
形
状
は
不
明
で
、上
端
、右
側
辺
上
部
か
ら
下
端
、左
側
辺
を
刀
子（
小
刀
）で
切
り
取
っ
て
い
る
。

【
出
土
地
区
・
遺
構
】

４
９
区
の
Ｓ
Ｋ
４
８
０
６
土
壙
の
底
面
か
ら
出
土
。

【
年　

代
】

共
伴
す
る
土
器
が
９
世
紀
前
半
頃
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
頃
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
実
大
）

１２　


